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第３学年 社会科学習指導案
日 時 平成１７年１０月１２日（水）授業１

学 級 ３年１組 男 名 女 名 計 名19 18 37
場 所 ３年１組教室

授業者 教諭 高橋 宏幸

１ 単元名 「２ 見直そうわたしたちのくらし （教育出版上）」

２ 単元について

( ) 教材観1
本単元は、学習指導要領第３学年及び第４学年の内容の（２）ア｢地域には生産や販売に

関する仕事があり、それらは自分たちの生活を支えていること」イ｢地域の人々の生産や販

売に見られる仕事の特色及び国内の他地域などのかかわり｣に基づいて構成している｡

それぞれの地域には、商店など身近に販売に関する仕事がある。本単元では販売に関する

仕事について、その特色や他地域との関わりについて学習していく。具体的には、消費者側

の買い物調査をもとに、販売側のさまざまな工夫について見学、調べ、考察することを通し

て、販売に関する仕事が現代のわたしたちの生活に欠かすことができないことを実感させ、

今後の自分たちのよりよい消費者としての生活の在り方について考えさせることがねらいで

ある。

( ) 児童観2
児童は、これまで前単元「見つめてみようわたしたちのまち」で、学区を中心に自分たち

のまちについて建物や土地利用を中心に学習してきた。普段何気なく生活している学区を地

図や記号に表すことのよさ感じ、学区の特徴を捉えることができている。

３年生から始まった社会科については 「とてもすき 「どちらかというとすき」と興味、 」

関心をもっている児童が８割を超えている。しかし、日常の社会事象等について表面的な理

解で終わっている児童やその根拠を考えずにいる児童がほとんどである。今回の買い物につ

いても消費者がどういった観点で店を選んでいるか、販売者がどんな工夫をしているのか気

付いている児童は少ないのが実態である。

( ) 指導観3
指導にあたって特に工夫するところは、次の点である。

①自らの問いについて課題解決させる。

実際の場面ではどうするのかといった、仮想体験を意識できる課題設定と場を設定するこ

とで自らの課題に向けた課題解決ができるようにする。

②学年の発達段階にあった学習技能を身に付けさせる。

自らの疑問を解決するための手段として、実際の見学やインタビュー、家庭での調査活動

。 、 、 、 、 、を取り入れる また 今回初出であるグラフについては扱いを丁寧にし 表題 縦軸 横軸

グラフの変化やそのよさが十分理解できるよう指導する。

③社会的なものの見方・考え方を深めさせる。

表面的な事象を理解するだけでなく、その裏にある要因等を探ることで社会事象に対する

見方や考え方を深める。なぜそうであるのかを投げかけ、話し合う中で児童に考えを深めさ

せたい。

④評価活動により学び合いの大切さに気付かせる。

評価活動に自己評価だけでなく相互評価を取り入れることで、自分の学びが広がり深まる

ことに気付かせる。具体的には、評価欄に～さんの話でなるほどと思った、 さんの話で考~
えが変わったなどと書かせたい。
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３ 単元の目標と評価規準

目 標 評 価 規 準

社会的事象への ○家庭の買い物調べやスーパーマーケ ・家庭での買い物調べやスーパーマーケッ

関心･意欲･態度 ットの学習をふまえて、上手な買い トの販売の様子に関心を持ち、意欲的に

物の仕方について考え、消費者とし 調べることを通して、自分たちも工夫し

て意識を高めようとする。 て消費生活を営んでいこうとしている｡

社会的な思考・ ○スーパーマーケットの仕事の様子や ・スーパーマーケットの販売の様子から学

判断 販売の工夫などについて、見学をし 習の問題を見つけ、販売の仕事に携わっ

たりして調べ、商品購入に適切な判 ている人々の工夫や努力について追究・

断をすることができる。 解決している。

・生産と販売とのつながりや上手な消費生

活の仕方について、適切に判断している｡

観察・資料活用 ○家庭の買い物の様子を調べて、その ・家庭の買い物の様子を調べて、表やグラ

、 。の技能・表現 結果を表やグラフに表して傾向を読 フにまとめ その傾向を読み取っている

み取ることができる。 ・スーパーマーケットの販売の様子を見学

したり、インタビューしたりして調べ、

その結果を工夫して表現している。

社会的事象につ ○地域にはいろいろな店があり、それ ・スーパーマーケットでは販売の仕事に携

いての知識･理解 ぞれに工夫しながら消費者に提供し わっている人々はさまざまな工夫をして

ていることを理解することができる いるとともに、販売の仕事は他の地域と

結びついており、こうした工夫や結びつ

きが自分たちの消費生活を支えているこ

とを理解している。

４ 単元の指導・評価計画（２１時間扱い）

努力を要する段 ・主な学習活動 評価規準 具体の評価規準

Ａ：十分満足でき Ｂ：概ね満足で と判断された児時 目 標 ○･･学習課題 評価の観点［ ］

ると判断する視点 きると判断する 童への具体的な階 ☆･･主な支援の手立て （評価方法）

視点 手立て

自分たちの家庭 ○ １０００円カレーに挑戦 自分自身や自分 自分自身や自分 自分自身や自 食材や買い物「 」

が普段どこで買い 家で買い物をするときに たちの家庭の買い たちの家庭の買い 分たちの家庭の をする店を具体

。物をしているのか は､どんな店で買い物をし 物の仕方について 物の仕方について 買い物の仕方に 的に想起させる

を発表し合うこと ているでしょう。 関心をもとうとし 発表し、さらに調 ついて発表しよ

を通して自分たち ・どんな店で何を買っている ている。 べてみようとして うとしている。１

の家庭の買い物の かについて話し合う｡ 関心･意欲･態度 いる。と ［ ］

仕方に関心を持つ ・気づいたことや感じたこと （発表・ノート）

ことができる。 を話し合う。

☆家の買い物を想起させる。ら

自分たちの家庭 ○どうやって調べればよいの 自分の家庭の買 自分の考えを積 自分の家庭の 経験を想起さ

の買い物について だろう。 い物について関心 極的に発表し､家庭 買い物について せたり､教師が具

調べようと意欲を ・自分たちの家庭の買い物に を持ち､調べようと の買い物について 関心を持ち､調 体物を提示し買え

持つことができる ついて､何を､どのようにし している。 関心を持ち､調べよ べようとしてい うためにはどの２ 。

て調べるのかを話し合う｡ 関心･意欲･態度 うとしている。 る。 店に行けばよい［ ］

☆どこで､どんなものを買う （発表・ノート） のか子どもに投る

。のかの視点を与える。 げかけたりする

買い物調べの内 ○｢買い物カード｣にはどんな 知りたいことを 知りたいことを 知りたいこと 何を調べるの

容を考えることが ことを書けばよいのだろう 調べるには、どの 調べるには、どの を調べるには、 かを確認して､そ
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できる｡ ・ 買い物カード」の記入の ような記入用紙を ような記入用紙を どのような記入 のためにはどの「

仕方や､調べる日について 作ればよいのかを 作ればよいのか、 用紙を作ればよ ような欄を設け３

確かめる｡ 考えている。 記入する内容や文 いのかを考えて る必要があるの

（カードの記入は家庭学習） ［思考･判断］ 字数を予想して考 いる。 かを考えさせる｡

☆調べる日は１週間で買い物 （発表・ノート） えている。

の一番多い日を選ばせる。

カードの記録か ○表やグラフにするとどんな 買い物に行った 表やグラフに表 買い物に行っ 教師師の直接と

ら、買い物に行っ ことが分かるだろう。 店や人数を､表やグ すことのよさを考 た店や人数を､ 指導のもと具体

た店と人数、店の ・表とグラフを作る。 ラフに表している｡ えながら買い物に 表やグラフに表 的に記入しなが

位置や交通手段に ☆縦軸､横軸の項目をしっか ［技能・表現］ 行った店や人数を､ している｡ ら表やグラフに４

。ら ついて表やグラフ りつかませる。 （ノート・ワーク 表やグラフに表し 表すようにする

に表すことができ シート） ている。

る。

自分たちの家庭 ○｢買い物地図｣でどんなこと 表やグラフに表 表やグラフに表 表やグラフに できあがった

の日常的な買い物 が分かるだろう。 すことのよさに気 すことのよさに気 表すことのよさ グラフと表を並え

の様子をとらえる ・買い物をした店を地図に表 付くとともに、買 付くとともに、買 に気付くととも べて見て､グラフ

とともに、表やグ す。 い物に行く人の多 い物地図と照らし に、買い物に行 の方が見やすい５

ラフにまとめるこ ・グラフや地図を見てわかっ い店がどんな店な 合わせて、買い物 く人の多い店が ことを確認する｡

とのよさに気付く たことを発表する。 のか理解している に行く人の多い店 どんな店なのかる 。

ことができる｡ ☆どの店での買い物が多いか ［知識・理解］ がどんな店なのか 理解している。

の視点を与える。 （発表・ノート） 理解している。

買い物調べをふ ○みんながいく店にはどんな それぞれの店の 店の特徴をとら それぞれの店 自分自身や家

り返りながら、み よさがあるのだろう。 よいところを考え えながら、それぞ のよいところを 庭の買い物体験

んながよく行く店 ・よくいく店のよいところに ている。 れのよいところを 考えている。 を想起して考え６

。のよさや特徴をと ついて話し合う。 ［思考・判断］ 考えている。 るよう助言する

らえることができ ☆よくいく店の心に残ってい （発表・ノート）

る。 ることを想起させる。

直接買い物に行 ○他にはどんな買い物の仕方 それぞれの買い 他の子どもから それぞれの買 それぞれの買

かない購入の仕方 があるのだろう。 物の仕方のよいと あげられた意見も い物の仕方のよ い物の仕方のよ

についてよさや特 ・インターネットや学校生協 ころやそうでない ふまえて､それぞれ いところやそう いところについ

徴をとらえること での買い物について知る｡ ところを考えてい の買い物の仕方の でないところを て子どもたちか７

ができる｡ ☆インターネットの購入風景 る｡ よいところやそう を考えている｡ ら出された意見

や共同購入の注文票を準備 ［知識･理解］ でないところを考 を一つ一つ確か

し、視覚で理解を促す。 （発表･ノート） えている。 める｡

イラストを見て ○スーパーマーケットにはど イラストを観察 イラストを観察 イラストを観 自分が買い物、

スーパーマーケッ うして人が集まるのだろう して、スーパーマ して、スーパーマ 察して、スーパ 客になったつも

トに買い物客が多 ・イラストから働く人や客の ーケットに買い物 ーケットに買い物 ーマーケットに りで、イラストふ

く集まるわけを予 様子を読み取る。 客が多く集まるわ 客が多く集まるわ 買い物客が多く の中の人や物を８

。か 想することができ ・たくさんの人が集まる理由 けを予想している｡ けをいくつも予想 集まるわけを予 丁寧に見ていく

る。 を予想する。 ［思考･判断］ している｡ 想している｡

☆人物の目線の先を追わせる （発表・ノート）め

スーパーマーケ ○どんなことに気をつけてス 見学に関心を持 見学に関心を持 見学に関心を 自分が深く関

ットの見学の計画 ーパーを見学すればいいの ち､意欲を持って計 ち､意欲を持って細 持ち､意欲を持 心を持っているる

を立てることがで だろう。 画を作ろうとして かい内容まで計画 って計画を作ろ ものは何なのか９

きる。 ・調べることを考える。 いる。 を作ろうとしてい うとしている。 を明らかにさせ

・調べ方を考える。 関心･意欲･態度 る。 る。［ ］

・見学の約束を考える。 （発表・ノート）
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めあてをもって ○予想を確かめにスーパーマ 自分の観点に沿 自分の観点に沿 自分の観点に 予めインタビ

スーパーマーケッ ーケットを見学しよう。 って店の人や買い って店の人や買い 沿って店の人や ューして確かめ

トの見学すること ・グループ毎にスーパーマー 物客にインタビュ 物客にインタビュ 買い物客にイン たいことをノー10
ができる｡ ケットを見学する｡ ーをしている。 ーをし、切り返し タビューをして トに書き出して

☆見学の視点を与える。 ［技能・表現］ でさらに深めてい いる。 おかせる。

（観察・メモ） る。

めあてにそって ○スーパーマーケットのでは 自分の観点に沿 自分の観点に沿 自分の観点に インタビュー

スーパーマーケッ どんな工夫や努力をしてい って調べてきたこ って調べてきたこ 沿って調べてき してきたことを

トで見学してきた るのだろう。 とをまとめている｡ とを分かりやすく たことをまとめ メモをもとに一

ことをまとめるこ ・見学して分かったことや気 ［技能・表現］ まとめている｡ ている｡ つ一つまとめさ11
とができる。 が付いたことを画用紙にま （画用紙） せる｡

とめる。

☆見学の視点に沿ってまとめ

させる。

スーパーマーケ ○スーパーマーケットにはど 店の様々な工夫 店の様々な工夫 店の様々な工 店の工夫一つ

ットの見学を通し んなひみつがあるだろう。 をとらえ､あらゆる をについて自分の 夫をとらえ､あ 一つについてど

て、売場の様子や ・スーパーマーケットの見学 人が買い物をしや 考えでしっかりと らゆる人が買い のような人たちふ

品物の並べ方など､ で売場の様子や品物の並べ すいようにしてい らえ､あらゆる人が 物をしやすいよ のことを考えて

あらゆる人が買い 方、施設や設備について分 ることをとらえて 買い物をしやすい うにしているこ 取り組んでいる

物をしやすくする かったことやインタビュー いる。 ようにしているこ とをとらえてい のかを考えさせ12
ために､様々な工夫 したことを発表し、お客さ ［思考・判断］ とをとらえている る。 る｡か 。

をしていることを んが買い物をしやすくする （発表・ノート）

とらえることがで 工夫や努力をまとめる。

きる｡ ☆販売の工夫を具体的に指し

示すめ

スーパーマーケ ○スーパーマーケットで働い 店で働く人たち 店で働く人たち 店で働く人た 買い物をする

ットで働く人たち ている人たちはどんな工夫 は買い物客のため は買い物客のため ちは買い物客の 立場から､店の人

の様子や思いを調 や努力をしているのだろう に工夫や努力をし に工夫や努力をし ために工夫や努 たちの働きをと

べて、お客さんの ・店にはどんな仕事をしてい ていることを考え ていることを根拠 力をしているこ らえように助言る

ことを考えたり売 る人がいたかとかインタビ ている。 をはっきりさせて とを考えてい する｡13
り方の工夫や努力 ューしたことを発表し、働 ［思考・判断］ 自分で考えている る。。

をしていることを いている人の工夫や努力を （発表・ノート）

とらえることがで まとめる。

きる。 ☆売場毎の仕事を想起させる

商品のダンボー ○商品はどこからやってくる 店で売られてい 店で売られてい 店で売られて 地図上のそれ

ル箱を調べたり、 のだろう。 る商品が国内外の る商品が国内外の いる商品が国内 ぞれの産地から

店の人に訪ねたり ・商品の入れ札、値札､ダン さまざまな地域か さまざまな地域か 外のさまざまな 自分たちが住ん

してスーパーマー ボールから産地を調べる。 ら運ばれてきたこ ら運ばれてきたこ 地域から運ばれ でいる場所に向

。 、14 ケットの商品の仕 ・調べた産地を地図に表す｡ とを理解している とを理解し、それ てきたことを理 けて矢印を引き
入れ先が広く国内 ・工夫や気をつけることなど ［知識・理解］ ぞれのよさを分か 解している。 他地域とのつな

外にわたることや ☆店の人にインタビューする （発表・ノート） っている。 がりを視覚的に、

仕入れの仕方に工 とらえることが

夫があることに気 できるようにす

付くことができる る｡。

これまでの学習 ○上手に買い物するためには 買い物をする時 買い物をする時 買い物をする 自分が買い物

を振り返り上手な どんなことに気をつければ に何に気をつけた に何に気をつけた 時に何に気をつ をするつもりで

買い物の仕方につ いいのだろう。 らよいのか進んで らよいのかを想起 けたらよいのか 考えるよう助言
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いて想起するとと ・買い物をする時にはどんな 発表しようとして し、自分なりの根 を想起し、進ん する｡15
もに品質について ことに気をつければいいの いる。 拠をもとに進んで で発表しようと

関心をもつことが か話し合う｡ 関心･意欲･態度 発表しようとして している。［ ］

できる。 ☆自分の経験を想起させる。 （発表） いる。ま

牛乳パックの表 ○牛乳パックの表示にはどん 牛乳パックに書 牛乳パックに書 牛乳パックに 表示に書かれ

示を調べて、表示 なことがかかれているのだ かれている表示の かれている表示の 書かれている表 ていることが十

のそれぞれの意味 ろう。 意味を理解してい 意味を十分理解し 示の意味を理解 分に理解できてと 、

に気づき､買い物を ・牛乳パックの表示にはどん る。 他の表示を想起し している。 いない場合は、16
する時に気をつけ なことが書いてあるのか調 ［知識・理解］ ている。 漢字の読み方や

ることについて考 べその意味を理解する。 （発表・ノート） 言葉の意味を説め

えることができる ☆品質表示に着目させる。 明する｡。

自分で買い物を ○１０００円カレーを作には これまで調べて これまで調べて これまで調べ 板書をもとに､

するつもりで、ど どんなことに気をつけて買 きたことをもとに きたことをもとに てきたことをも 自分が気をつける

のような買い物の い物をすればよいだろう。 した話し合いを通 した話し合いを通 とにした話し合 たい事柄を３つ17
仕方をしていけば ・今までの学習内容を振り返 して､どのような買 して､どのような買 いを通して､ど 程度選ぶように

。本 よいのかを話し合 る。 い物の仕方をすれ い物の仕方をすれ のような買い物 アドバイスする

い､買い物の仕方に ・自分たちの買い物の仕方を ばよいのかを考え ばよいのか根拠を の仕方をすれば時

対する意識を高め 話し合う。 ている。 はっきりさせて、 よいのかを考え

ることができる｡ ・キーワードをもとにキャッ ［思考・判断］ 考えている。 ている。

チフレーズでまとめる （発表・ノート）

☆掲示物から考えさせる。

家の人がどのよ ○カレーを作るために何をど 個々の考えを生 個々の考えのよ 個々の考えの 個々の考えの

うなことに気をつ のくらい買えばいいだろう かしながら上手な さを把握し、効率 よさを把握し、 良い点を見つけ

けて買い物をして ・１０００円カレーに向けて 買い物の仕方につ 的に購入する計画 購入する計画を るようにする。

いるのかを調べて の材料を話し合う。 いて考えている。 を立てている。 立てている。ひ 18 、

自分たちなりに工 ・前時のキャッチフレーズや ［思考･判断］ﾁｬ

夫すべきことを考 家の人の話をもとに買い物 （観察・ノート）

え班毎に買い物の の仕方を話し合う。ろ

計画を立てること ☆前時のキャッチフレーズを

ができる｡ もとに考えさせる。

班毎に話し合っ ○話し合ったことをもとに買 どのように買い 学習したことを どのように買 グループで話げ

たことをもとに買 い物をしよう。 物をすればいいの 生かしてより効率 い物をすればい し合いどのよう

い物をすることが ・班毎に買い物をする。 かを考え､実際買い 的な買い物をして いのかを考え買 に買い物をすれ19
できる。 ☆前時の話し合いをもとに買 物をしている。 いる。 い物をしてい ばいいのか自分る ﾁｬ

うものを確認する。 ［技能･表現］ る。 なりに考えられ

（観察） るようにする。

買い物をしたも ○１０００円カレーを作りな 計画と実際の買 計画と実際の買 計画と実際の 買い物計画と

ので班毎にカレー がら買い物を振り返ろう い物を比べよかっ い物を比較し､よか 買い物を比較 実際の買い物を20
を作りながら､買い ・買い物したものでカレーを た点や反省点を評 った点や反省点を し､よかった点 見比べながら､具ﾁｬ

物についての振り 作りながら実際の買い物に 価している。 評価し､反省点を今 や反省点を評価 体的に反省させ・

返りができる。 ついてどうだったか話し合 ［思考・判断］ 後の生活に生かそ している。 る｡21
う。 （ノート） うとしている｡ﾁｬ

☆レシピで作り方を確認させ

る｡

※チャ･･･チャレンジ学習
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５ 本時の指導（１７／２１ 【モデル学習】）

( )目標1
自分で買い物をする場合、どのような買い物の仕方をしていけばよいのかを話し合い、買

い物の仕方に対する意識を高めることができる｡

( )本時の指導にあたって2
これまでの学習をもとに実際自分が買い物をすることを想定し、どんなことに気をつけれ

ばよいのか、買い物のしかたについての考えをまとめる。自分の考えが、話し合いにより深

まることをねらいとする｡

具体的な手立てとして、次の３点に留意する。

①話し合い活動で、自分の考えを明確に伝えること、相手の話をしっかり聞き、自分の考え

と比べることで、買い物に対するものの見方や考え方を深めていく｡

②話し合う際の観点を明確にし、教師が分かりやすい言葉（キーワード）でまとめ板書する

ことでどの子にも理解できるようにする。

③書く活動を２回取り入れ、比較させることで自己の考えの深まりを感じさせる｡

( )展 開3
段階 学習内容・学習活動 支援の手だてと評価の観点 準備・資料

と

ら １ 学習課題をつかむ

え １０００円カレーを作るに ・本時の学習課題の確認と本時の見通しを表示 紙板書

る は、どんなことに気をつけて することで単位時間の流れを理解させる。

買い物をすればよいだろう。 注）１０００円カレーは６人で作るものとする

５ ・本時の見通しをもつ

分

２ これまでに学習してきたこと ・既習の掲示物を利用し、各観点に沿って振り 既習の掲示物

ふ をふり返る。 返えらせる。

・スーパーは新鮮なものがた ・それぞれの店のよさ、努力や工夫、産地、品

か くさんある。 質表示やリサイクルの観点について想起させ

・特売品はねらい目。 る。

め ・輸入物は安い。

・リサイクルできる物を買う。

る

３ これからの買い物の仕方につ ・話し合うための観点を柱立て（例：鮮度・価 品物の写真等

いて話し合う 格・必要量）し、それに沿って話し合いをさ

・新鮮なものを選ぶ。 せる。

３５ ・安いものを選ぶ。 ・自分の考えをフリートークさせるが、その根

分 ・必要な分量だけ買う。 拠も話させるようにする。

・話し合いの内容を整理しながら板書し、次の

キャッチフレーズにも役立てる｡

４ 話し合いをもとに、自分の買 ・板書をもとに、話し合いで深まった考えをま

い物の仕方についてキャッチフ とめとして書かせる。

。レーズを作り、まとめる。 ・キーワードになる物を３つぐらい選択させる

・安い、新鮮、リサイクル ・なぜそのキーワードを選んだのか理由も話さ

・品質表示、近い、地元産 せる｡

・少量、良い物、サービス
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【評価規準Ｂの例】

これまで調べてきたことをもとにした話し合い私が買い物で気をつけるこ 【評価規準】

を通して､どのような買い物の仕方をすればよいのかを考えとは、 ・新鮮さ

ている ［思考・判断 （発表・ノート）・値段の安さ 。 ］

努力を要すると判断された・必要な量 具体の評価規準

児童への支援の手立てです。 Ａ Ｂ

これまで調べて これまで調べ 板書をもとに､自評価規準Ａは、項目の根拠が明確

きたことをもとに てきたことをも 分が気をつけたいにかかれているものとする｡

した話し合いを通 とにした話し合 事柄を３つ程度選

して､どのような買 いを通して､どの ぶようにアドバイ

い物の仕方をすれ ような買い物の スする。

ばよいのか根拠を 仕方をすればよ

はっきりさせて考 いのかを考えて

えている。 いる。

ま

と ５ 振り返る ・自己評価は態度意欲面、内容面の観点を与え 紙板書

め ・自己評価をする る。

る ・感想を書く ・感想の観点を示すことで学び合いのよさにも

５分 気付かせる。

( )板書計画4
学習課題

・それぞれの店のよさ １０００円カレー 振り返り 買い物の仕方

・努力や工夫 を作るには、どん ・店のよさ ・安い、新鮮、再利用

・産地 なことに気をつけ ・努力や工夫 ・品質表示、近い、地元産

・品質表示 て買い物をすれば ・産地 ・少量、良い物、サービス

・リサイクル よいだろう。 ・品質表示

本時の見通し ・リサイクル

・これまでの振り返り

・買い物の仕方の話し合い 自己評価観点

・キャッチフレーズづくり

教室壁面 黒 板


